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Ⅰ 運営概要 

 

１．設置の目的 

 

 本県の工業は、昭和３０年代後半から新規工場立地の進展に伴い大きく発展し、従来は

繊維工業が中心でしたが、一般機器、輸送用機器、電気機器等の加工組立型産業が中心を

占めるようになり、産業構造は大きく変化してきました。こうした状況の中にあって、本

県進出企業と在来中小企業間では技術水準の格差が大きく、また、企業間の連携・協力体

制が十分でないこともあり、中小企業の技術力向上がますます重要な課題となってきまし

た。 

 このように、本県産業の主要な部分が高度で先端・先進的な技術を必要とする電子、機

械、精密加工等に転換してきたことや、これら業種や複合技術に関連する協力企業群の技

術水準の向上が不可欠となってきたことから、中小企業を中心とした技術力向上を支援す

る体制を充実することが求められてきました。また、企業相互、産学官の連携により、各

分野に蓄積されてきた技術ポテンシャルを結集することの重要性も増してきました。 

 これまで、本県には繊維や窯業など地場産業の発展を支える機関はありましたが、県内

工業の基盤的な分野に深くかかわり、先導的な役割を果たす機関は未整備でした。 

 こうした時代背景の中で、産業界からの強い要請もあり、工業技術振興の様々な課題に

応えるため、電子、機械、化学、食品、材料、デザインなど、広範な分野を対象とする総

合的な試験研究指導機関として、また本県工業技術振興の拠点として、昭和６０年４月に

「滋賀県工業技術センター」が栗東町（現：栗東市）に設置されました。 

 また、急速な技術革新に対応し、今後、技術立県としての地位を確立するため、「滋賀

県工業技術センター」の整備に合わせて、人材育成、技術・人的交流、情報の収集・提供

といったソフト部門を受け持つ「(財)滋賀県工業技術振興協会」（現：「(公財)滋賀県産

業支援プラザ」）が昭和６０年３月に設立されました。 

 一方、信楽町（現：甲賀市信楽町）には明治３６年創設の「信楽陶器同業組合」の模範

工場を前身とする「滋賀県立信楽窯業試験場」が昭和２年に創設されて以来、信楽焼をは

じめとする県内窯業の拠点として研究開発や技術支援等を行ってきました。 

 平成９年４月には、近年の時代の要請や本県の特性を踏まえた行政課題に即応した試験

研究を進め、県内大学や他の試験研究機関、地場産業を含む産業界との連携・交流を推進

し、その成果を県内産業に移転・普及することを目的として、「滋賀県工業技術センタ

ー」と「滋賀県立信楽窯業試験場」を統合し、「滋賀県工業技術総合センター」として業

務を開始しました。 

 今後とも、効率的で質の高い組織運営を心がけ本県産業支援の中核機関としての役割を

果たしていきます。 
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２．沿  革 

 

平成 9年 4月  工業技術センターと信楽窯業試験場を統合し、工業技術総合センターと

改称 

平成 9年 6月  知的所有権センターを併設 

平成10年 3月  ISO14001規格審査登録取得(栗東地区)（～平成22年3月） 

平成10年 3月  信楽窯業技術試験場 福祉環境整備工事により身障者用施設整備 

平成11年 2月  「企業化支援棟」竣工 

平成11年 4月  企業化支援棟技術開発室の入居開始 

平成11年 4月  研究評価制度導入 

平成11年 4月  (財)滋賀県工業技術振興協会を(財)滋賀県中小企業振興公社等と統合

し、(財)滋賀県産業支援プラザ設立 

平成12年 4月  グループ制導入 

平成12年 4月  (財)日本発酵機構余呉研究所の解散にともない、食品部門を強化 

平成12年 8月  産業支援情報メール配送サービス開始 

平成13年 3月  ISO14001規格審査登録取得（信楽地区）（～平成22年3月） 

平成18年 7月  工業標準化法による登録試験事業者として認定（～平成26年12月） 

平成28年 4月  係制導入 

平成30年 3月  「日本酒醸造試験施設」を別館（工業技術振興会館）に設置 

平成31年 3月  実験棟を改装し、「高度モノづくり試作開発センター」を設置 

令和 2年12月  「信楽窯業技術試験場新築工事」着工  

 

付記 

 ＊工業技術センター 

昭和55年 9月  草津商工会議所会頭から「県立工業技術センターの設置について」の要

望書の提出 

昭和57年 2月  県立工業技術センター設計・調査予算計上 

昭和57年 5月  滋賀県工業技術センター基本計画検討部内ワーキンググループの設置 

昭和57年 5月  「滋賀県工業技術センター基本計画検討会議」の設置および第１回検討

会議開催 

昭和57年 6月  第２回検討会議 

昭和57年 7月  第３回検討会議 

昭和57年 8月  第４回検討会議 

昭和58年 2月  工業技術センターの施設、規模、用地面積等の方針および予算を内定 

昭和58年 3月  「滋賀県工業技術試験研究所施設整備基金条例」制定 

昭和59年 1月  栗東町「県立工業技術センター建設用地の造成工事」起工 

昭和59年 4月  「工業技術センター開設準備室」設置(室長以下６名) 

昭和59年 7月  栗東町「県立工業技術センター建設用地の造成工事」完工 

昭和59年 7月  「県立工業技術センター建物建設工事」着工 

昭和60年 3月  (財)滋賀県工業技術振興協会設立 

昭和60年 3月  「滋賀県工業技術振興基金条例」制定 

昭和60年 3月  「県立工業技術センター建物建設工事」完工 
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昭和60年 4月  工業技術センターおよび（財）滋賀県工業技術振興協会業務開始 

平成 2年 1月  融合化開放試験室設置 

平成 2年 1月  融合化センター設置 

平成 4年11月  別館「工業技術振興会館」竣工、(財)滋賀県工業技術振興協会および(社)

発明協会滋賀県支部が入居 

平成 6年 1月  インターネット(SINET)接続 

平成 6年 8月  ホームページ開設 

 

 

 ＊信楽窯業試験場 

大正15年    県議会において滋賀県窯業試験場 甲賀郡信楽町設置の件決議され、昭

和２年度予算に経常費 13,022円 臨時建設費 51,223円を計上 

昭和 2年 4月  商工大臣により設置の件認可 

昭和 2年 5月  滋賀県告示175号をもって信楽町長野に位置を決定 

昭和 3年 5月  新築竣工 

昭和21年10月  信楽窯業工補導所を併設 

昭和22年12月  信楽窯業工補導所を滋賀県信楽窯業工公共職業補導所と改称 

昭和25年 4月  滋賀県窯業試験場を滋賀県立信楽窯業試験場と改称 

昭和33年 7月  滋賀県信楽窯業工公共職業補導所を滋賀県信楽職業訓練所と改称 

昭和37年 3月  固形鋳込成形室新築 

昭和38年 3月  併設の滋賀県信楽職業訓練所廃止 

昭和39年 9月  乾燥試験室新築 

昭和42年 2月  本館改築（総工費18,360,000円 RC造２階建） 

昭和46年 3月  開放試験室ならびに試作成形室新築（総工費28,562,000円 RC造２階建） 

昭和48年 4月  滋賀県窯業技術者養成制度制定（昭和４８年告示第１２９号） 

昭和50年 3月  調土棟、物品倉庫および車庫新築（総工費69,430,000円） 

昭和54年 3月  第１・第２焼成開放試験棟新築 

昭和55年 9月  第１焼成開放試験棟２階増築（総工費2,950,000円） 

平成 7年12月  調土棟、物品１・２階改修（総工費 8,137,000円） 

平成 9年 1月  本館相談室改修（総工費 8,858,000円） 

平成 9年 3月  渡廊下新築（総工費 4,635,000円） 

3



3. 敷地および建物

所在地	 〒 520-3004　滋賀県栗東市上砥山２３２番地
土　地	 35,350.14m2（登記面積）　（実測面積　36,610.88m2）
建　物	 8,822m2

本館（研究管理棟）	 （鉄筋コンクリート 2階建・一部 5階）	 4,296m2

実験棟	 （鉄筋コンクリート平屋建：日本自転車振興会補助）	 693m2

別棟（開放試験室）	 （鉄筋コンクリート平屋建：国庫補助）	 154m2

別館（工業技術振興会館）	 （鉄筋コンクリート 3階建）	 2,483m2

企業化支援棟	 （鉄筋コンクリート 2階建：国庫補助）	 837m2

その他	 （渡廊下、排水処理機械室等）	 359m2

実験棟
（高度モノづくり試作
開発センター）

実験棟
（高度モノづくり試作
開発センター）

内部観察室内部観察室

小研修室小研修室

小会議室小会議室
コピー室コピー室

所長室所長室
事務室事務室

材料環境試験室材料環境試験室
デザイン工作室デザイン工作室

技術開発室技術開発室

電波暗室電波暗室

交流サロン交流サロン

正面玄関正面玄関

ホールホール

EVEV

光計測室光計測室

技術相談室1技術相談室1

職員室職員室

培養室
食品加工試作室

培養室
食品加工試作室

車庫車庫物理試験室物理試験室精密計測室精密計測室
材料組織試験室
核磁気共鳴分析室
材料組織試験室
核磁気共鳴分析室

試料調整室試料調整室
表面分析室表面分析室 表面観察室表面観察室

機械室機械室

EVEV

X線分析室X線分析室

技術相談室2技術相談室2

無機化学試験室無機化学試験室
無機化学機器分析室無機化学機器分析室

マイコン応用試験室マイコン応用試験室
メカトロ応用試験室メカトロ応用試験室

無菌室無菌室
発酵試験室発酵試験室

表面解析室表面解析室 大研修室大研修室

高分子化学試験室高分子化学試験室

有機化学試験室有機化学試験室

電気計測室電気計測室

高分子化学機器分析室高分子化学機器分析室
機械計測室機械計測室

電子計測室電子計測室

コンピュータ端末室コンピュータ端末室
コンピュータ室コンピュータ室

暗室暗室
電磁遮蔽室電磁遮蔽室

金属分析室金属分析室
天秤室天秤室
薬品庫薬品庫

図書室図書室

産業デザイン室産業デザイン室

会議室会議室

EVEV

EVEV

EVEV

控室控室

食品機器分析室食品機器分析室
微生物試験室微生物試験室

超音波試験室超音波試験室
電子回路応用試験室電子回路応用試験室

更衣室更衣室

硬さ試験室硬さ試験室

1F

2F

3F

4F

5F

ホールホール

EVEV

正面玄関正面玄関

機械室機械室

融合化センター融合化センター

（一社）滋賀県発明協会（一社）滋賀県発明協会

コピー室コピー室

相談室相談室

産学官交流室産学官交流室
倉庫倉庫 機械室機械室

学習室学習室

書庫書庫
情報提供室情報提供室

特許公報閲覧室特許公報閲覧室

倉庫倉庫

実習室（3C）実習室（3C）

実習室（3E）実習室（3E）
用具庫用具庫

実習室（3D）実習室（3D）
研修室（3A）研修室（3A）

研修室（3B）研修室（3B）

EVEV

EVEV

無響室無響室

日本酒分析・微生物培養室日本酒分析・微生物培養室

日本酒機器分析室日本酒機器分析室

日本酒醸造試験室日本酒醸造試験室

1F

2F

3F

▼別館

別館
「工業技術振興会館」

本館

実験棟
（高度モノづくり試作
開発センター）

企業化支援棟
別棟

別館
「工業技術振興会館」

本館

実験棟
（高度モノづくり試作
開発センター）

企業化支援棟
別棟
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・信楽窯業技術試験場
所在地	 〒 529-1851　滋賀県甲賀市信楽町長野４９８番地
土　地	  7,561.23m2

建　物	  3,244m2

本館	 （鉄筋コンクリート 2階建）	 608m2

開放試験室・試作成形室棟	 （鉄筋コンクリート 2階建）	 576m2

固形鋳込成形室棟	 （鉄筋コンクリート平屋建）	 91m2

肉厚大物乾燥室棟	 （鉄骨スレート平屋建）	 63m2

調土室棟	 （鉄筋コンクリート 2階建）	 698m2

第 1焼成室棟	 （鉄骨スレート平屋建：国庫補助）	 612m2

第 2焼成室棟	 （鉄骨スレート平屋建：国庫補助）	 201m2

その他	 （車庫、電気室等）	 395m2

物性試験室

釉薬試験室

色調測定室
釉薬資料室

原料標本室X線分析室
精密測定室

デザイン
絵付け室 シルク印刷室

会議室

展示室

図書室

分析室

第2焼成室棟

第1焼成室棟

肉厚大物乾燥室棟

施釉室
原型室

鋳込成形室
廃水処理棟

石膏型置き場

電気室

ろくろ成形室

▲開放試験室
試作成形室棟

技術相談室
試料作成室

調土室

▼調土室棟

事務室
玄関

▲本館

▲開放試験室
試作成形室棟

▼調土室棟

職員室

場長室

粉砕室・原料室

固形鋳込成形室棟

物性試験室

釉薬試験室

色調測定室
釉薬資料室

原料標本室X線分析室
精密測定室

デザイン
絵付け室 シルク印刷室

会議室

展示室

図書室

分析室

第2焼成室棟

第1焼成室棟

肉厚大物乾燥室棟

施釉室
原型室

鋳込成形室
廃水処理棟

石膏型置き場

電気室

ろくろ成形室

▲開放試験室
試作成形室棟

技術相談室
試料作成室

調土室

▼調土室棟

事務室
玄関

▲本館

▲開放試験室
試作成形室棟

▼調土室棟

職員室

場長室

粉砕室・原料室

固形鋳込成形室棟

物性試験室

釉薬試験室

色調測定室
釉薬資料室

原料標本室X線分析室
精密測定室

デザイン
絵付け室 シルク印刷室

会議室

展示室

図書室

分析室

第2焼成室棟

第1焼成室棟

肉厚大物乾燥室棟

施釉室
原型室

鋳込成形室
廃水処理棟

石膏型置き場

電気室

ろくろ成形室

▲開放試験室
試作成形室棟

技術相談室
試料作成室

調土室

▼調土室棟

事務室
玄関

▲本館

▲開放試験室
試作成形室棟

▼調土室棟

職員室

場長室

粉砕室・原料室

固形鋳込成形室棟

1F

2F 本館

調土室棟 開放試験室
試作成形室棟

第1焼成室棟

第2焼成室棟

本館

調土室棟 開放試験室
試作成形室棟

第1焼成室棟

第2焼成室棟
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４．組織および業務内容

（１） 機能と事業

（令和３年３月３１日現在）

人 材 育 成

情報提供等

(１)企業･大学訪問および産学のマッチング
(２)産学官共同研究の推進
(３)産学官研究会、フォーラムの運営
(４)技術開発室を活用したベンチャー支援

(１)支援事業の企画調整
(２)セミナー・技術講習・技術研修の実施
(３)研究生・実習生の受入れ
(４)窯業技術者の養成

(１)情報誌の発行
(２)図書の整備、ＪＩＳ規格の閲覧
(３)ホームページの運用およびメール配信サービス
(４)産業技術連携推進会議・地方部会等の開催

試 験 分 析

研 究 開 発

(１)開放試験機器の提供
(２)原材料・製品等の依頼試験分析
(３)試験分析機器の整備

(１)研究企画および研究評価
(２)研究開発の推進
(３)リサーチ・サポート事業の実施

管 理 運 営

技術相談支援

(１)予算の編成および執行管理
(２)施設等の管理運営

(１)職員による技術相談
(２)大学教官、専門家等による技術相談

工
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

産学官連携
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（２）機構および業務内容 
 

工業技術総合センターは、総合的な試験研究、技術支援・指導、技術研修などを実施するため、管

理係、電子システム係、機械システム係、有機材料係、無機材料係、食品・プロダクトデザイン係、

陶磁器デザイン係およびセラミック材料係を設けています。 

そして、(公財)滋賀県産業支援プラザ、(一社)滋賀県発明協会、各経済団体などと連携を図りなが

ら、効果的な活動を推進しています。 

（令和３年３月３１日現在） 

 

①センターの庶務および予算・経理に関すること 

管理係        ②施設等の管理運営に関すること 

③ (一社)滋賀県発明協会との連携に関すること 
 

①電気計測に関する試験研究および技術支援 

電子システム係    ②電子システムに関する試験研究および技術支援 

③情報システムに関する試験研究および技術支援 
 

①機械・材料強度に関する試験研究および技術支援 

所長  次長  機械システム係    ②精密計測に関する試験研究および技術支援 

③機械設計・加工に関する試験研究および技術支援 
 

①有機材料に関する試験研究および技術支援 

有機材料係      ②高分子材料に関する試験研究および技術支援 

③バイオに関する試験研究および技術支援 
 

①無機材料に関する試験研究および技術支援 

無機材料係      ②表面処理技術に関する試験研究および技術支援 

③電池技術に関する試験研究および技術支援 
 

①食品の成分・物性に関する試験研究および技術支援 

食品・プロダクト   ②発酵・醸造技術に関する試験研究および技術支援 

デザイン係   ③３Ｄものづくりに関する試験研究および技術支援 
 

      

場長 

      ①試験場の運営に関すること 

        陶磁器デザイン係    ②陶磁器デザインに関する試験研究および技術支援 

       ③陶磁器製造技術に関する試験研究および技術支援 
          

       ①試験場の管理に関すること 

        セラミック材料係    ②セラミック材料に関する試験研究および技術支援 

       ③セラミック製品に関する試験研究および技術支援 

＜信楽窯業技術試験場＞ 
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（３）　職員
（令和３年３月３１日現在）

職員数　　　 ３２名
事務 ３名
技術 ２９名

管理係

　兼・係長（本・次長）

　　田　丸　享　司

副主幹 白　井　惣一郎

副主幹 高　原　智　美

主任主査 平　野　　真

主任主査 山　本　典　央

電子システム係

　主任専門員兼係長

　　今　道　高　志

岡　田　俊　樹

主任主査

専門員

山　内　美　香主任技師

主任技師

木　村　昌　彦

主　査 大　山　雅　寿

主任技師 柳　澤　研　太

専門員 中　島　啓　嗣　

主任主査 今　田　琢　巳

主　査 斧　　　督　人

川　島　典　子

　　坂　山　邦　彦

場長

　　川　澄　一　司

陶磁器デザイン係

　主任専門員兼係長

主　査 植　西　　　寛

主任技師 神　屋　道　也

専門員 高　畑　宏　亮　

主任技師 西　尾　俊　哉

専門員

セラミック材料係

　専門員兼係長

　　所　　敏　夫

有機材料係

食品・プロダクト
デザイン係

　主任専門員兼係長

　　山　下　誠　児

　主任専門員兼係長

　　白　井　伸　明

無機材料係

　主任専門員兼係長

　　佐々木　宗　生

所　長

（兼・商工観光労働部技監）

　　小　川　栄　司

<信楽窯業技術試験場>

次　長

　　田丸　享司

　　中　島　　孝

野　上　雅　彦

主任技師 中　居　直　浩

主　査 田　中　喜　樹

主任技師 山　田　雄　也

主任主査 安　達　智　彦　

機械システム係

　参事兼係長
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５．決算（令和２年度）

（１）事業別決算 (単位　：　円）

決 算 額

職員費 290,322,384

企業化支援棟推進費 6,164,000

庁舎整備事業費 80,612,000

無体財産（特許権）維持管理費 1,648,000

庁舎管理費 52,393,000

小 計 140,817,000

ものづくり支援開放機器整備推進事業費 45,320,000

技術相談指導事業費 324,000

共同研究プロジェクト事業費　（研究連携推進事業） 89,000

　　　　　〃　　　　　（「近江の地酒」の酒質向上に向けた小規模試験醸造による実証研究） 553,000

　　　　　〃　　　　　（金属３Dプリンタを用いた積層造形技術の高度化に関する研究） 1,191,000

窯業技術研究開発事業費　（陶磁器デザイン指導） 721,000

　　　　　〃　　　　　（信楽焼坪庭製品の市場開拓に向けた開発研究） 938,000

　　　　　〃　　　　　（窯業系廃棄物を活用した園芸土木資材の開発） 1,991,000

地域連携型モノづくり人材育成事業費 780,000

外部競争的資金導入型研究開発事業費 　 （経済産業省戦略的基盤技術高度化支援事業）

                     （極限環境でも高強度と耐衝撃性を持続する世界発の革新的FRP素材の研究開発）

   　　　　　　　　　　〃 　　　　　　　　　　 　　（　　　　　　　　　 〃　　　　　　　　　　　　　　　　　） 　

                     （リチウムイオン電池の高容量化、長寿命化に寄与する超薄片化黒鉛を用いた画期的な導電ペーストの研究開発）

   　　　　　　　　　　〃 　　　　　　　　　　 　　（　　　　　　　　　 〃　　　　　　　　　　　　　　　　　） 　

                     （世界初の新超硬素材を使用した高剛性・長寿命・リサイクル可能なダイヤモンド電着工具の研究開発）

   　　　　　　　　　　〃 　　　　　　　　　　 　　（　　　　　　　　　 〃　　　　　　　　　　　　　　　　　） 　

                     （セラミックス製高精度ステーターを用いた次世代二次電池電極塗工用ポンプの開発）

   　　　　　　　　　　〃 　　　　　　　　　　 　　（　　　　　　　　　 〃　　　　　　　　　　　　　　　　　） 　

            　　     （世界一の超低NOx・低CO2高運転効率を実現するAI運転制御機能付SDGs達成小型蒸気ボイラ（スーパー10JAFIボイラ）の研究開発）

   　　　　　　　　　　〃 　　　　　　　　　　 　　（　　　　　　　　　 〃　　　　　　　　　　　　　　　　　） 　

（世界初・銀ナノインクアンテナを有する感熱紙印字タイプRFIDタグの研究開発）

   　　　　　　　　　　〃 　　　　　　　　　　 　　（　　　　　　　　　 〃　　　　　　　　　　　　　　　　　） 　

（独自の熱膨張層による多段階伝熱コントロール技術でリチウムイオン二次電池の安全性を高める革新的伝熱コントロール材料の研究開発）

   　　　　　　　　　　〃 　　　　　　　　　　 　　（　　　　　　　　　 〃　　　　　　　　　　　　　　　　　） 　

（次世代パワー半導体用SiC基板に潜在する通電拡張型欠陥の可視化及び製品の高信頼性化を実現する高速AI抽出によるスクリーニング技術の研究開発）

イノベーション推進設備整備事業費 15,840,000

個性ある「近江の地酒」開発・発信事業費 1,531,000

モノづくり技術力向上のための技術研修事業費 255,689

３Ｄイノベーション創出推進事業費 11,823,713

中国や東南アジアへの海外展開技術支援事業費 304,601

現場力の維持・強化に向けたAI開発支援事業 619,500

信楽焼商品化のための３Dモデル活用支援事業 1,547,599

感染予防に対応した抗菌殺菌材料の開発支援事業 54,417,000

ＶＲ・ＡＲに対応した３Ｄ技術による信楽焼地場産業支援事業 2,973,047

買いたくなる「近江の地酒」を醸造する蔵元へ再起支援事業 13,083,000

感染症対策に資する機能性樹脂材料開発基盤整備事業 85,008,000

デジタル技術を活用した陶製品開発支援事業 80,699,100

技術情報サ－ビス事業費 3,718,000

ものづくり支援開放機器維持管理事業費 20,571,783

学会連携事業費 515,000

一般研究事業費 2,846,000

地域産業育成指導事業費 893,000

小 計 376,852,364

807,991,748

中小企業技術指導員研修事業費 277,082

中小企業技術支援情報ネットワーク推進事業費 800,800

小 計 1,077,882

合 計 809,069,630

概　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要

工

業

技

術

総

合

セ

ン

タ

ー

費

運
　
営
　
費

工　業　技　術　総　合　セ　ン　タ　ー　費  合　計

3,914,823

4,442,405

237,644

249,007

5,579,354

2,886,351

そ

の

他

経

費

試

験

研

究

指

導

費

1,219,262

9,770,486
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（２）科目別決算

歳　入 (単位　：　円）

目

57,677,240

4,283,140

4,460,160

412,336

210,659

24,845

14,998

1,500

794,640

616,450

国庫補助金 254,952,000

財産貸付収入 162

86,310

0

産業廃棄物発生抑
制等推進基金

1,370,000

工業技術振興基金
繰入金

16,587,149

中小企業活性化推
進基金

1,852,200

0

30,000,000

51,700

2,827,510

28,212,004

窯業技術者養成受講料 331,500

広告掲載料 30,000

歳　出
項款

工事請負費 75,710,000

137,790,707

31,284,452

使用料および賃借料

中小企業費

25,800

4,326,037

原材料費

支出額

需用費

2,084,724

役務費 800,800

基金繰入金

合　　　　　計

756,816

809,069,630

備品購入費

公課費

負担金補助および交付金

(商工観光労働費）  　小　　　　計 809,069,630

84,845,037

782,700

職員手当

合　　　　　計

商工観光労働費

給料

1,273,640

委託料

共済費

報償費

費用弁償

目 節

19,809,349 製品部材等リサイクル推進支援事業（産廃
税充当事業）

別館共益費

162

商工業費

178,000

繰入金

財産収入

受託事業収入

雑入

財産運用収入

商工観光労働受託
事業収入

試験研究事業費補助金

信楽焼商品開発のための３Dモデル活用
支援事業 ほか

0

イノベーション推進設備整備事業ほか

JKA機械工業振興事業費交付金雑入

借受機器使用料（栗東）

諸収入

試験等手数料（栗東）

試験等手数料（信楽）

生産物売払収入（栗東）

生産物売払収入（信楽）

ケーブルテレビ線用コンクリート柱使用料

試験研究事業費受託事業

技術開発室使用料

技術開発室電気料金

自動販売機使用料

自動販売機電気料金

無体財産許諾料

国庫支出金 商工観光労働費国
庫支出金

254,952,000

摘　　　　　要

61,452,714

86,310

地方創生推進交付金

1,411,090

試験分析機器等設備使用料（栗東）

款 項 収入額

67,084,878使用料および
手数料

使用料

手数料

商工観光労働使用
料

商工観光労働手数
料

試験分析機器等設備使用料（信楽）

自動販売機納付金

生産物売払収入

(商工業費）     　      小　　　　計 1,077,882

404,796,503

報酬

66,275,504

50,481,577

16,448,247工業技術総合センター費

工業振興費 旅費 99,082

負担金補助および交付金

807,991,748(中小企業費）     　      小　　　　計

333,581,567

412,720

旅費

役務費

1,912,220
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（３）年度別決算

年度別歳入一覧表 (単位　：　円）

59 -                   13,897,000      -                   350,189,350    58,585,000      2,120,427,000  2,543,098,350  

60 1,397,100       12,950,000      -                   241,353,330    40,845,000      196,987,904     493,533,334     

61 6,818,350       -                   16,012,633      261,292,980    33,165,000      218,562,326     535,851,289     

62 6,919,850       -                   16,656,532      99,886,246      -                   226,806,293     350,268,921     

63 10,325,100      5,709,000       17,884,599      97,444,000      20,597,000      249,350,601     401,310,300     

H1 12,599,050      27,319,000      47,035,361      112,937,776    14,910            *1 563,805,758     763,711,855     

2 15,298,300      7,750,000       87,251,224      106,709,703    33,267,995      262,587,852     512,865,074     

3 13,941,100      10,400,000      72,563,529      109,026,776    55,874            *2 553,087,119     759,074,398     

4 15,552,050      20,125,000      39,589,382      81,776,284      28,183,260      *3 760,733,237     945,959,213     

5 17,323,050      -                   23,470,114      65,932,463      55,940            *4 349,292,414     456,073,981     

6 20,293,650      13,283,000      18,502,868      50,815,200      17,878,270      *5 362,601,330     483,374,318     

7 16,278,950      13,448,000      8,273,082       9,986,507       14,567,266      *6 546,326,863     608,880,668     

8 18,200,650      21,485,000      6,843,746       -                   -                   620,168,916     666,698,312     

9 25,480,780      *7 301,144,950    161,581          -                   30,694,760      *7 859,608,099     *9 1,217,090,170  

10 25,144,960      28,336,300      273,705          -                   211,498,523    546,685,087     811,938,575     

11 35,901,920      48,791,750      178,999          *8 3,000,000       18,290,240      552,321,896     658,484,805     

12 39,157,390      47,688,890      196,125          *8 8,033,000       36,668,871      547,965,238     679,709,514     

13 39,420,710      23,662,971      114,195          *8 8,008,000       23,215,419      539,138,192     633,559,487     

14 41,706,710      14,017,500      144,470          *8 12,660,000      21,420,209      476,393,052     566,341,941     

15 40,934,500      5,076,750       101,805          *8 5,653,000       21,187,218      475,868,519     548,821,792     

16 46,616,980      -                   189,415          *8 10,455,177      23,602,663      511,442,888     592,307,123     

17 46,339,430      -                   251,595          *10 5,555,000       25,602,430      481,076,549     558,825,004     

18 53,789,503      -                   179,075          *10 4,408,000       31,828,710      452,483,532     542,688,820     

19 51,722,530      -                   340,680          *10 4,030,000       30,723,646      438,840,873     525,657,729     

20 50,072,697      -                   393,805          -                   62,816,839      446,733,965     560,017,306     

21 56,906,267      *11 29,624,000      249,150          *12 1,711,000       45,967,174      368,235,401     502,692,992     

22 62,276,469      14,000,000      239,799          *12 10,478,859      18,745,441      351,525,702     457,266,270     

23 61,354,027      268,489          *12 12,537,628      20,159,797      360,510,990     454,830,931     

24 *13 65,104,105      291,090          18,001,317      326,338,985     409,735,497     

25 74,592,190      21,319,450      312,015          *12 6,621,401       19,702,391      319,033,309     441,580,756     

26 78,984,757      262,687          39,617,227      330,394,040     449,258,711     

27 76,885,869      *14 1,942,000       249,054          *15 28,107,800      27,543,480      343,376,881     478,105,084     

28 71,516,708      *14 13,506,000      238,700          *15 16,000,000      28,983,071      *16 337,346,237     467,590,716     

29 63,997,521      *14 13,416,000      267,588          *15 17,067,000      29,787,533      *17 419,395,164     543,930,806     

30 62,651,977      *14 360,723,918    353,142          *15 12,558,720      55,000,112      *18 373,602,392     864,890,261     

令1 66,611,654      *14 14,244,845      37,240            *15 18,595,120      19,887,946      372,064,322     491,441,127     

令2 68,495,968      *14 254,952,000    86,472            *15 19,809,349      61,452,714      403,195,245     807,991,748     

注 １．財産収入・・・・・工業技術振興基金運用収入他 ２．繰 入 金・・・・・工業技術センター施設整備基金取崩　他

３．諸 収 入・・・・・公益財団法人ＪＫＡ補助金、外部競争的資金他

*1　寄付金　5,100,000円を含む *2　寄付金　700,000円を含む

*3　寄付金　9,000,000円、県債　270,000,000円を含む *4　寄付金　5,100,000円を含む

*5　寄付金　360,000円を含む *6　寄付金　360,000円、県債　90,000,000円を含む

*7　平成9年度分には平成9年度繰越分を含む *8　緊急雇用特別対策基金繰入金

*9　平成9年度以降は信楽窯業技術試験場との合計額 *10 県産業廃棄物発生抑制等推進基金

*11 地域活性化・経済危機対策臨時交付金 *12 緊急雇用創出事業臨時特例基金繰入金

*13 関西広域連合に係る減免の適用開始 　　　 *14 戦略産業雇用創造プロジェクト補助金

*15 工業技術振興基金、県産業廃棄物発生抑制等推進基金 　　 　    地方創生推進交付金（H28､H29､H30、R1）

中小企業活性化基金（H28、H29､H30、R1） 　　     　地方創生拠点整備交付金（H29,H30）

*16 県債　11,300,000円を含む 　　　 *17 県債　44,900,000円を含む

*18 県債　36,900,000円を含む

年
度

歳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入

使用料および 手数料 国庫支出金 財産収入 繰入金 諸収入 一般財源 計
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年度別歳出一覧表

(単位　:　円)

59 2,188,909,000    350,189,350      -                     -                     4,000,000         -                     -                     2,543,098,350    

60 -                      295,149,000      22,757,930       4,086,000         29,581,481       49,491,557       92,468,366       493,534,334      

61 -                      301,307,984      34,221,520       9,020,000         30,770,881       50,503,872       110,027,032      535,851,289      

62 -                      109,987,607      30,549,100       9,192,500         28,807,124       54,414,818       117,317,772      350,268,921      

63 -                      123,231,000      45,049,000       11,734,000       29,366,778       54,756,318       137,173,204      401,310,300      

H1 -                      109,991,759      73,718,000       11,780,000       30,812,163       390,510,761      146,899,172      763,711,855      

2 2,953,440          110,473,684      84,235,516       14,423,000       30,128,061       108,521,510      162,129,863      512,865,074      

3 292,064,790      82,728,956       76,017,591       13,231,000       31,524,168       91,674,784       171,833,109      759,074,398      

4 448,900,754      96,191,391       83,229,609       12,441,000       36,760,705       81,326,940       187,108,814      945,959,213      

5 -                      36,520,813       87,319,210       13,155,000       37,205,434       85,540,268       196,333,256      456,073,981      

6 -                      64,452,632       81,478,987       15,005,000       37,797,950       85,589,872       199,049,877      483,374,318      

7 123,502,270      45,212,721       69,313,996       38,249,726       38,282,681       83,255,664       211,063,610      608,880,668      

8 -                      131,527,781      129,260,652      53,954,499       47,225,504       83,429,093       221,300,783      666,698,312      

9 451,360,350      242,841,391      63,188,639       38,000,533       *1 -                     93,946,369       328,752,888      *2 1,218,090,170    

10 -                      290,327,728      52,822,893       45,611,212       -                     90,433,773       332,742,969      811,938,575      

11 -                      142,975,492      54,514,531       25,366,277       -                     91,243,661       344,384,844      658,484,805      

12 -                      145,175,564      58,272,588       31,453,835       -                     98,023,064       346,784,463      679,709,514      

13 -                      91,676,504       53,246,218       38,102,625       -                     96,987,690       353,546,450      633,559,487      

14 -                      64,299,000       62,421,948       21,975,202       -                     89,736,095       327,909,696      566,341,941      

15 -                      45,251,750       57,032,250       26,285,512       -                     89,850,371       330,401,909      548,821,792      

16 -                      81,500,972       66,058,831       30,577,446       -                     78,556,520       336,162,694      592,856,463      

17 -                      62,837,486       55,783,378       32,582,531       -                     77,095,205       330,526,404      558,825,004      

18 -                      73,300,315       54,990,906       27,187,301       -                     71,958,271       315,252,027      542,688,820      

19 -                      54,774,450       56,713,475       27,150,556       -                     66,571,449       320,447,799      525,657,729      

20 -                      102,768,614      48,120,204       21,882,574       -                     71,914,719       315,331,195      560,017,306      

21 -                      69,618,841       51,071,307       20,730,002       -                     56,860,112       298,717,089      496,997,351      

22 -                      36,696,464       55,452,808       10,468,804       -                     53,621,382       296,810,128      453,049,586      

23 -                      24,699,790       55,643,694       10,406,612       -                     52,163,112       302,901,905      445,815,113      

24 -                      41,583,149       36,927,996       12,301,568       -                     56,800,908       262,121,876      409,735,497      

25 -                      56,193,033       47,266,926       9,591,919         -                     57,357,355       271,171,523      441,580,756      

26 -                      58,765,074       41,722,146       10,560,107       -                     57,063,083       281,148,301      449,258,711      

27 -                      69,283,547       53,268,777       11,371,630       -                     59,630,981       284,550,149      478,105,084      

28 -                      50,996,000       49,943,417       24,069,775       -                     69,721,781       272,859,743      467,590,716      

29 87,885,000        41,256,160       51,669,478       26,156,092       -                     65,979,528       269,315,382      542,261,640      

30 355,012,740      24,485,440       45,730,383       57,889,790       -                     111,287,203      270,484,705      864,890,261      

R1 - 24,701,000       49,269,690       39,901,361       -                     83,766,071       293,803,005      491,441,127      

R2 -                      297,340,147      41,352,885       38,159,332       -                     140,817,000      290,322,384      807,991,748      

注 １．建　設　費・・・・・調査等事務費を含む ２．施設整備費・・・・・庁舎整備を含む

*1　平成9年度以降は、新産業振興課執行 *2　平成9年度以降は、信楽窯業技術試験場との合計額

年
度

歳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出

建設費 施設整備費 普及指導費 研究開発費 振興協会助成 運営費 職員費 計
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６．工業技術総合センター運営懇話会結果概要 

 

 当センターの運営および業務等に関して、適切な評価および意見ならびに提言を得て、

センターの効果的、効率的な運営に資するため、滋賀県工業技術総合センター運営懇話会

を設置しています。 

令和２年度に開催した運営懇話会の概要は次のとおりです。 

 

【開催日時】令和３年３月 18日(木) 10:00～12:00 

 

【開催会場】工業技術総合センター２階大研修室 

 

【委  員】 

座長 

和田隆博  龍谷大学 理工学部教授 

          委員 

阿瀬太   近畿経済産業局地域経済部地域経済課 

イノベーション推進室長 

大原耕造  信楽陶器工業協同組合 理事長 

北村嘉英  草津電機株式会社 代表取締役会長 

月瀬寛二  公益財団法人滋賀県産業支援プラザ 常務理事 

二井谷春彦 三菱重工工作機械株式会社 執行役員 

牧川方昭  立命館大学 理工学部特命教授・理事補佐 

 

【次 第 等】  

(1) 開会 

(2) センターの運営・業務説明 

        ①センターの概要 

        ②業務別の説明 

・電子システム係、機械システム係の業務 

・有機材料係、無機材料係、食品・プロダクトデザイン係の業務 

・信楽窯業技術試験場の業務 

（3）前回評価に対する対応状況 

     (4) 委員からの評価、意見、提言等 ［質疑応答］ 

     (5) 座長総括 

     (6) 閉会 

        金属３Ⅾプリンタ、多機能走査型電子顕微鏡システムの見学 
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【委員からの意見・提言に対する対応状況】 

意見・提言 対応状況 

これまで、組合員は汚泥を自分の敷

地に積んできたが、これを有効活用し

建築資材に活用できないか、今後試験

場とともに信楽の新しい商品として

供給できないかと思っている。 

現在、重点研究「窯業系廃棄物を活用した園芸土木資材の

開発」において、釉薬や陶土の汚泥の陶磁器素地への活用を

目指しております。釉薬の汚泥を使用した素地は吸水率が

低い特徴を生かし、屋外で使用する園芸土木資材へ利用を

予定しております。 

センターでは、情報やバイオ関連の

要求に対し、次は何を狙っているの

か。 

 

 

 

情報については、令和 2 年度から実施しております「AI

開発支援事業」などをつうじて県内企業のニーズをしっか

り把握し、AI による課題解決の事例を作っていきたいと考

えています。 

バイオ関連については、産学官の場として SBO(滋賀バイ

オ産業推進機構)がありニーズ・動向をとらえて、発酵など

のいわゆるオールドバイオを含めた県内企業を支援に取り

組みます。 

国の補正で機器の導入を図られた

ということで更にラインアップして

皆さんに使っていただくようお願い

したい。 

本年度には、国の交付金を活用し 6 月および 9 月の補正

予算で、新型コロナウイルス感染症緊急対策に資する機器

を導入したところです。今後も、同様な機会を活用し、先端

的な機器の整備を図ってまいります。 

毎年新規に試験研究施設を導入さ

れているが、県内の企業をはじめしっ

かり PR していただいて、できるだけ

早く研究機会の創出につなげていた

だきたい。 

新規導入設備については、センターHP やメール配信、広

報誌等の媒体をはじめ、技術研修の開催等により、県内企業

等へ広くタイムリーに PRしているところです。今後は、各

種メディアを活用した PRにも取り組んでまいります。 

紹介いただいた取り組みの成果を

滋賀県の素材産業を中心とした研究

開発を国内だけではなく、グローバル

な市場での差別化をしっかり進める

ことが大事である。 

素材産業は、短期間で研究開発から実用化に結び付くも

のでないことから、ご提言いただましたグローバルな市場

や、中長期的な観点が必要であり、企業訪問や技術相談をつ

うじて県内企業の特徴・長所を市場化に生かせるよう共同

研究や技術移転をおこなってまいります。 

デジタル庁もでき新しい分野がど

んどん広がっていくことになれば、ビ

ックダータなどを活用した技術支援

を企業も必要とする時代になると思

うので、半歩前に行った取り組みをさ

れるといいと思う。それと関連して若

手の人材育成を進めていくとよりい

い組織になるのではないか。 

当センターでは令和 2年度から県内中小企業の AI活用推

進を目的として「現場力の維持・強化に向けた AI開発支援

事業」を実施しています。 

令和 3年度は、本年度に引き続きセミナーを実施する他、

産業支援総合研究所の AI 用スーパーコンピュータである

ABCIの活用などをつうじて環境を充実し、県内企業が IoT、

AIに取り組むための人材育成に取り組んでまいります。 
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７．設備・機器

令和２年度に取得した主な機器は次のとおりです。

試験研究機器類

機 器 名 メーカー型式/規格 金　額 取得日 摘　要

表面観察用レンズ
（５０～５００倍）

（株）キーエンス
ＶＨ－Ｚ５０Ｔ　長距離高性能ズームレンズ

1,866,700 R2.8.6 戦略的基盤技術高度化支援事業

小型環境試験器（恒温槽） エスペック（株）ＳＵ－６４２ 1,318,900 R2.8.28 戦略的基盤技術高度化支援事業

３Ｄプリンタ用加工
プログラム支援システム

（株）Ｃ＆Ｇシズテムズ
ＬＡＭＤＡ２００用
加工プログラム支援システム一式

5,478,000 R2.9.16 ３Ｄイノベーション創出推進事業

金属３Ｄロータリー
テーブル

（株）三共製作所
ローラドライブＣＮＣ　ＲＣＤ１０５

6,270,000 R2.9.18 ３Ｄイノベーション創出推進事業

味認識装置
インテリジェントセンサーテクノロジー
ＴＳ－５０００Ｚ他

9,878,000 R2.10.12 6月補正

イナートオーブン
ヤマト科学イナートオーブンＤＮ４１１Ｉ、サカ
エ軽量作業台ＫＳ－１２７ＳＩ

561,000 R2.10.23 戦略的基盤技術高度化支援事業

プレハブ冷蔵庫
ホシザキ（株）
ＨＵＳ－６ＲＡ１、ＰＲ２２ＣＣ０．６１除湿器ＭＪ
－Ｐ１８０ＲＸ－Ｗ

1,925,000 R2.11.2 6月補正

液晶プロジェクター
（超短焦点モデル）

ＮＥＣ　ＮＰ－ＵＭ３５１ＷＪＬ 118,800 R2.11.2

回転式ミクロトーム 大和光機工業（株）ＲＸ－８６０・Ｎ２Ｕ 3,597,000 R2.11.10 戦略的基盤技術高度化支援事業

非接触三次元測定機
（株）ミツトヨ
ＱＶＨ４Ａ－Ｈ６０６Ｐ１Ｌ－Ｄ　他

15,840,000 R2.11.30

多機能走査型電子
顕微鏡システム

（株）日立ハイテク
Ｒｅｇｕｌｕｓ８２２０／ＦｌｅｘＳＥＭ１０００Ⅱ

45,320,000 R2.12.10 ＪＫＡ（競輪補助）

スクラッチ試験ＡＥ検出器
ディスクリミネータ　ＡＥ９９２２
（株）ＮＦ回路設計ブロック

324,500 R2.12.11

ＫＯＨエッチング装置 （株）エピクエスト　ＥＴＣ－６００１Ｆ他 6,655,000 R2.12.22 戦略的基盤技術高度化支援事業

マルチ検出器ＧＰＣシステム
（分子量測定装置）

スペクトリス（株）
マルチ検出器アドバンスドＧＰＣ

16,940,000 R3.1.6 9月補正

伸長粘度測定システム
（プラスチック成形性評価装置）

ＴＡｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ社製
ＤＨＲ伸長粘度アクセサリＥＶＡ

3,388,000 R3.1.19 9月補正　

樹脂気密性測定装置
ＧＴＲテック（株）
高感度水蒸気透過度測定装置
ＧＴＲ－３０００ＸＡＳＫ　他

15,620,000 R3.1.28 9月補正

プラスチック改質装置
Ｘｐｌｏｒｅ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ卓上型混練機
ＭＣ１５ＨＴ他

24,200,000 R3.1.28 9月補正

ポータブル音響システム
パナソニック　ポータブルアンプＷＸ－ＰＳ２
００、マイクＷＸ－ＳＴ２００×２本、他

295,570 R3.2.1

超純水製造装置
ザルトリウス
アウリムＰｒｏＶＦ　Ｈ２ＯＰＲＯ－ＶＦ－Ｔ

922,350 R3.2.4

殺菌効果評価装置
ＴｈｅｒｍｏＦｉｓｈｅｒリアルタイムＰＣＲシステム
Ｑｕａｎｔ　Ｓｔｕｄｉｏ５他

8,910,000 R3.2.5 9月補正

高機能赤外分光光度計
（樹脂表面分析装置）

（株）パーキンエルマー
フーリエ変換赤外分光分析装置
Ｓｐｅｃｔｒｕｍ３他

15,950,000 R3.3.3 9月補正

栗
　
　
　
東
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卓上型pHメーター
（ｐＨ電極セット＋電気伝導率電
極）

堀場製作所Ｆ－７４ＶスリーブｔｏｕｐＨ電極
セット、９３８３－１０Ｄ電気伝導率電極

345,950 R2.7.30

３６０度カメラ RICOH　THETA Z1 119,020 R2.9.18 6月補正

一眼カメラ
Ｎｉｋｏｎ デジタル一眼カメラ
Ｚ５０ １６-５０ＶＲレンズキット

124,300 R2.9.24 6月補正

真空土練機 丸二陶料（株）ＭＨＴ－７５Ｓ 999,900 R2.9.25 産業廃棄物税関連事業

３Ｄスキャナー
Ｓｈｉｎｉｎｇ３Ｄ社
ＥｉｎＳｃａｎＰｒｏ　２Ｘ　Ｐｌｕｓ

1,818,300 R2.10.1 6月補正

高精度ガス吸着量測定
装置

マイクロトラックベル（株）
ＢＥＬＳＯＲＰ　ＭＡＸⅡ　３３４ＶＰ－ＳＳ

14,135,000 R2.12.4 6月補正

超短焦点プロジェクター
ＥＰＳＯＮ液晶プロジェクターＥＨ－ＬＳ５００
Ｂ　無線ＬＡＮユニットＥＬＰＡＰ１０

331,980 R2.12.4 6月補正

熱分析装置
ネッチ・ジャパン
ＤＩＬ４０２　Ｅｘｐｅｄｉｓ＆ＳＴＡ２５００Ｒｅｇｕｌｕｓ

12,980,000 R2.12.10 6月補正

エネルギー分散
型蛍光Ｘ線装置

（株）島津製作所　ＥＤＸ－８０００ 7,700,000 R2.12.10 6月補正

３Ｄ　ＣＡＤＣＡＭシステム
Ｍａｓｔｅｒｃａｍ
Ｍｕｌｔｉ－Ａｘｉｓ　Ａｒｔ、ＨＰ　Ｚ２　ＳＦＦ　Ｇ４

3,278,000 R2.12.25 9月補正

精密万能試験機（５ｋＮ）
（株）島津製作所
オートグラフ　ＡＧＸ－１０ｋＮＶＤ

4,609,000 R2.12.28 6月補正

レーザー回折／
散乱式粒子径分布測定装置

マイクロトラック・ベル（株）
粒子径分布・粒子形状測定装置ＳＹＮＣ他

14,993,000 R2.12.28 6月補正

レーザー加工機
トロテック・ジャパン（株）
Ｓｐｅｅｄｙ１００　Ｃ３０、集塵脱臭装置、他

2,520,320 R3.1.19 9月補正

大型５軸モデリング
マシン

（株）岩間工業所　ＭＭ１０００Ｒ－５ 24,750,000 R3.1.20 9月補正

セラミックトナー印刷
システム

（株）サンリュウ　Ａ４サイズプリンタセット他 2,579,500 R3.2.15 9月補正

ペレット式３Ｄプリンター （株）リコー　Ｓｌａｂ　ＧＥＭ５５０Ｄ　他 33,242,000 R3.2.16 9月補正

脱脂焼成システム
ガス窯０．５立方メートル

丸二陶料（株）
ＭＲ－４０ＳＷＰ　還元焼成部、箱型、台車
式

3,382,500 R3.3.1 9月補正

脱脂焼成システム
電気炉４５ｋｗ

丸二陶料（株）
ＭＲ－４５ＦＥ　ＲＦ　酸化焼成部、箱型

4,735,500 R3.3.1 9月補正

脱脂焼成システム
電気炉２０ｋｗ

丸二陶料（株）
ＭＲ－２０ＦＥ　ＲＦ＋ＭＲ－１０ＦＥ
脱脂焼成部、箱型

5,412,000 R3.3.1 9月補正

信
　
楽

16



Ⅱ 重点事業および補正予算事業 
 
１.重点事業 

 

（１）３Ｄイノベーション創出支援事業 

 

１. 事業目的 

県内のモノづくり産業において、切削加工に代表される除去加工ではなく、材料

を積み上げ重ねていく新加工法（付加加工）である３Ｄモノづくり技術を普及・

活用することにより、県内における新たな技術革新の創出を強力にバックアップ

することを目的とする。  

 

２. 事業内容・成果 

金属３Ｄ積層造形技術による新製品・新技術を創出するため、最新鋭の金属３Ｄ

プリンタの整備・機能強化をはじめ、産学官の研究会による関連技術の情報提供

や先行試作を実施した。 

 

(1)金属３Ｄプリンタの機能強化  

最新の金属３Ｄプリンタの利便性向上・機能強化を目的にオプション機器の導

入を実施する。 

(2)滋賀３Ｄイノベーション研究会による支援  

23社の県内企業や県内大学等で構成される「滋賀３Ｄイノベーション研究会」

において、最新鋭の金属３Ｄプリンタによる技術開発支援として、情報提供・先

行試作を実施する。  

 

   成果 

    ・ロータリテーブルの導入  

    ・加工プログラム支援システム（CAM）の導入 

    ・上記導入機器による試作  

    ・研究会の開催  2回 

    ※詳細は、（５）研究会活動の推進 ⑤滋賀３Ｄイノベーション研究会で紹介  
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（２）現場力の維持・強化に向けたAI開発支援事業 

 

１. 事業目的 

県内中小企業等へのAI活用の裾野を広げることで、生産性の向上（現場力の維持・

強化）を図る。併せて、工業技術総合センターにおける AI支援体制の強化を図る。 

 

２. 事業内容・成果 

AI技術の活用により県内中小企業等の生産性向上を図るため、 AI活用人材の育成

を図るとともに、 AI専門人材の派遣や交流機会の提供など、 AI活用支援環境の整

備を図る。 

(1)工業技術総合センターにおける AI支援体制の強化  

県内中小企業等に対して、 AI支援体制の強化を図るために、 AI活用スキルを持

つ職員を拡充・育成を図る。  

(2)中小企業向けAI人材育成講習および県内専門人材との交流  

県内中小企業等に対して、ものづくりにおける AI活用について認識を深め、AI

技術を事業に活かせる人材育成を目的として研修を実施するとともに、県内専門

人材との交流を図る。  

(3)中小企業へのAI専門人材の派遣･指導  

県内理工系（情報系）大学や AI関連企業からの専門人材を県内中小企業等へ派

遣することで、AI活用に関する技術開発等について指導・支援を実施する。  

(4)中小企業のAIシステムの開発支援  

中小企業等と共同でAI活用技術シーズの確立と先進的な技術力の育成を行う。  

成果 ・G検定取得：職員3名 ・支援,相談件数：19件 

・セミナー開催  

名  称：はじめての AIセミナー（参加者 23名）  

日  程： 2020年 12月 4日 (金 ) 

講演１：初心者の方にもわかりやすい AIセミナー  

    内山  尚  氏【株式会社 STANDARD 顧客統括本部  営業本部長】  

講演２： AI画像外観検査における撮像の重要性について  

    油井  大悟  氏  

【シーシーエス株式会社  国内営業部門  MVソリューション部  AIビジネス営業課】  

場  所：当センター  

名  称：製造現場への AI・ IoT普及セミナー＆ものづくり IoT研究会第 5回定例会（参加者： 59名） 

（公益財団法人滋賀県産業支援プラザとの共催）  

日  程： 2021年 3月 18日（木）  

特別講演：中小企業は AI をこう使おう！  

岡田  隆太朗  氏【一般社団法人日本ディープラーニング協会  理事・事務局長】  

生産現場に価値を生む AIシステム  

藤田  圭佑  氏  

【 Musashi AI株式会社  AIエンジニア（日本ディープラーニング正会員社）】  

製造現場の AI・ IoT導入事例発表：  

日伸工業株式会社、株式会社ミヤジマ、三友エレクトリック株式会社  

場  所：コラボしが 21 
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（３）個性ある「近江の地酒」開発・発信事業  

 

１. 事業目的 

 県内醸造所の競争力強化と「近江の地酒」のブランド力向上のため、新製品開

発と品質向上に必要不可欠な試験環境の整備・運営を行うと共に、「近江の地酒」

の魅力を外部へ発信する事を目的とする。  

各醸造所は、高品質で個性のある酒質を目指している。製品が目的通りの酒質

であるかの評価は、人の味覚や臭覚に頼っており、個人差の排除や社員間の認識

の共有を図るには、客観的なデータとして数値化する必要がある。また、経験に

依存しがちな製造方法も、科学的なデータから製品の品質向上や高度な製造方法

の実現を可能とする。 

 

２. 事業内容・成果 

 工業技術総合センターの支援の下で、県内醸造所共通の課題解決と各醸造所自

らが試験醸造施設を用いた試験・研究を行う。また、効果的な利用推進のために

必要となる分析・評価装置等の設置と運用を行った。 

  ■小規模日本酒醸造試験設備の設置と運用 

     日本酒の技術や新製品開発が行える小型試験醸造施設の整備を行い、年間を

通じて小仕込試験を可能とした。少量の原料で様々な試験チャレンジが可能と

なり、実証試験や製品開発に活かした。（平成 28 年度地方創生拠点整備交付金

を活用して整備）  

     この施設を活用して、県奨励品種酒米での醸造特性や酒質評価試験、醸造所

独自保有の醸造用酵母の酒造特性試験を実施して製品開発に活かした。  

 

 

 

蒸米製造施設       麹・酒母  製造施設          発酵施設とサーマルタンク  

  ■日本酒の成分分析装置の導入 

日本酒醸造試験で醸造した試験酒や醸造所の市販酒の品質評価、あるいは新製品開発

データに利用して醸造所の競争力強化と「近江の地酒」のブランド力向上を目指した。 

     特に市販酒では、吟醸酒や純米酒等のカテゴリー別に自社の日本酒と県内の他の醸造

所の日本酒との比較グラフを作成（マッピング）して消費者や酒販店への販売促進資料

等として利用提案を行った。 

■県オリジナル清酒醸造用酵母の開発 

     華やかな香りを多く生産する県オリジナル酵母の要望が高まり開発を行った。酵母開

発は、果実香（リンゴ様の香りである[カプロン酸エチル]）を多く生産する酵母を造成・

選抜し、吟醸酒でよりフルーティーな香りが特徴の日本酒を目指した。その結果、新規

県オリジナル清酒醸造用酵母「IRCS-SC9plus」として分譲を開始した。令和２年度は、

この酵母を利用して県内２社から新製品等が発売された。  
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２. 補正事業 
 

（１）ＶＲ・ＡＲに対応した３Ｄ技術による信楽焼地場産業支援事業  

 

１. 事業目的 

 信楽焼地場産業においても、新型コロナウイルスの影響による直接対面販売の

自粛や観光客の減少とともに、全国の取り扱い店舗などからの発注も減少してい

ます。一方、陶器製品のネット通販においては一定の需要はあるものの、現物を

確認しながら購入できないため、規格品である家庭電化製品や衣料品などと比べ

ると需要は限定的です。 

 本事業では、製品や店舗内風景などを３Ｄデータ化し、ネットで活用するまで

の技術支援を行うことで、信楽焼地場産業へのＶＲ・ＡＲ技術の普及と活用を図

ります。 

 

２. 事業内容・成果 

フルカラーの３Ｄスキャナーや３６０度カメラ等によりＶＲ・ＡＲデータを作

成できる環境を整備し、指導事業や研究会活動などにおいて以下の技術の情報提

供と活用支援を実施します。 

 

〇３Ｄスキャナーや自動ターンテーブルによるオブジェクトＶＲ・ＡＲデータ

の撮影および作成 

〇３６０度カメラによる、パノラマＶＲデータの撮影および作成 

〇ＶＲ・ＡＲデータをウェブサイトやオンラインショップ等で活用するための

技術支援 

 

 
信楽窯業技術試験場バーチャル試作展  

 

 

 

 

20



 

 

（２）感染予防に対応した抗菌殺菌材料の開発支援研究  

 

１.事業目的 

 新型コロナウイルスの感染対策として、空調設備や製品表面へ抗菌作用等の需要が増加し

ています。県内企業においても新たな機能を付与したセラミック・無機材料の開発が必要であ

り、原料や開発した材料を評価する装置を整備し、県内企業による感染予防関連製品の開発を

支援します。 

 

２.事業内容・成果 

 エネルギー分散型蛍光X線分析装置・粒子径分布測定システム・熱分析装置・万能材

料試験機・高精度ガス/蒸気吸着量測定装置の５種の機器の導入が12月までに完了し、

企業支援に活用されています。7月以降、既存の機器も含めて、抗菌殺菌材料に関連す

るフィルター、活性炭や光触媒等の分析評価を目的として10社、25回利用され、抗菌

殺菌材料の研究開発を促進しました。  
 

エネルギー分散型蛍光 X 線分析

装置  

熱分析装置  

高精度ガス /蒸気吸着量測定装置  万能材料試験機  

粒子径分布測定システム  
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（３）デジタル技術を活用した陶製品開発支援事業  

 

１. 事業目的 

 新型コロナウイルスの影響を受け、売上が減少した県内の陶磁器・セラミック

ス産業を競争力ある産業とするため、切削加工機や３Ｄプリンタ等のデジタル加

工技術を活用し、生産性の向上および複雑形状の新たな付加価値を創出する製品

分野の開拓を目指した技術支援を実施します。 

 

２. 事業内容・成果 

多様化や短納期のため製品データのデジタル化が進み、企画から製造まで一貫

して扱える技術が重要となる中、他産地で導入が進む３Ｄ技術を活用した造形加

工などの革新的なデジタル技術への対応が求められています。コロナ後も持続可

能で競争力ある地域産業として逸早く回復を図るため、取組が遅れてきたデジタ

ル技術を活用した製品開発技術の普及を目指し、以下の支援をおこないます。 

 

〇デジタル技術による迅速で効率的な製品開発支援  

〇デジタル技術を活用した新たな付加価値を創出する新製品の開発支援  

〇人材育成及び新製品開発支援  

 

大型５軸切削加工機、ペレット溶解積層方式３Ｄプリンタ、３ＤＣＡＤ・ＣＡ

Ｍソフトウェア、レーザー加工機、セラミックトナー印刷システムの計６種類の

機器の導入を３月初めまでに完了しました。これらの機器利用を希望していた企

業には、新製品開発や製造技術への活用方法に関する技術指導等を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

大型５軸切削加工機  ペレット溶解積層方式３Ｄプリンタ  

22



 
 

（４）買いたくなる「近江の地酒」を醸造する蔵元へ再起支援事業  

 

１. 事業目的 

 新型コロナウイルス感染拡大防止による緊急事態宣言により、外出自粛や飲食

店への営業自粛・時短営業の要請がされたことにより、「近江の地酒」の消費量

が大きく減少しました。 

 早急な消費回復を図るためには、他府県に負けない「近江の地酒」の本当の良

さを多くの人に知ってもらい知名度を高めることが最重要であると考え、従来か

らの「甘口・辛口」などの味わい表現に加え、人間が感じる味覚をより客観的に

数値化・グラフ化して味をわかりやすく表現して、販売促進につなげる事業を滋

賀県酒造組合と協働で実施しました。 

 

 

２. 事業内容・成果 

 本事業は、「味認識装置」を導入し、「近江の地酒」の酸味、苦味、渋味、塩

味、旨味、甘味を測定し数値化・グラフ化を行いました。加えてアルコール濃度

や酸度などの一般成分分析、香気成分ならびに有機酸成分分析を行い、「近江の

地酒」の現状分析を実施しました。 

 分析は、18社、約150本行い、分析結果を各醸造所へ報告しました。  

 味認識装置の測定結果から、味の数値化とグラフ化を行い、視覚的に酒質バラ

ンスや自社製品あるいは「近江の地酒」の中での位置づけを分かりやすく示すこ

とが可能となりました。滋賀県全体の結果は、滋賀県酒造技術研究会で報告・共

有し、今後の酒質向上へ繋げます。 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

        味認識装置            レーダーチャートの一例  
 

23



 

 

（５）感染症対策に資する機能性樹脂材料開発基盤整備事業  

 

１．事業目的  

 コロナ禍の発生により、新たな生活・行動様式が構築される中で、新たな成長市場も出現

した。例えば、国民の衛生意識が向上した結果、県内製造品出荷額の多いプラスチック業

界では、身の回りに広く用いられて触れる機会の多い製品への抗菌 /ウイルス性の付与や

菌/ウイルス付着の防止、消毒処理への耐性といった機能へのニーズが高くなった。そこで、

機能付与したプラスチックの製品開発・評価に不可欠な試験機器を導入することで、早期

に上市が求められている感染症対策に資する機能を持つプラスチック開発・生産体制を構

築することを目指した技術支援を実施します。 

 

２．事業内容・成果  

工業用樹脂材料（プラスチック）に感染症対策に不可欠な機能（菌 /ウイルスの除去、

付着防止および消毒処理耐性など）を付与した機能性樹脂材料を開発・生産するための

試験評価機器を工業技術総合センターに整備することで、県内企業の製品開発が加速

するように支援します。 

機能性樹脂材料の開発製造に必要な、比較的高額であり重要な以下の装置を導入し、

各技術分野に知識・経験を持つ職員とともにこれらの装置を多くの県内企業が活用するこ

とができるようにR3年度より機器開放を開始しました。  

〇試作工程を支援する機器： 

・プラスチック改質装置  Xplore Instruments社  MC15HT 

 

〇機能性評価工程を支援する機器： 

・高機能赤外分光光度計（樹脂表面分析装置）PerkinElmer社Spectrum3・Spotlight 4

00 

・リアルタイムPCR装置（殺菌効果評価装置）Thermo Fisher Scientific社QuantStudio5 

・高感度ガスバリア性測定装置（樹脂機密性測定装置）GTRテック社GTR-3000XASK 

 

〇製造プロセス工程の最適化を支援する機器： 

・プラスチック成形性評価装置  TA Instruments社  EVA 

・マルチ検出器GPCシステム（分子量測定装置） 

スペクトリス社  OMNISEC RESOLVE・REVEAL 
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Ⅲ 業務概要 
 
１.技術相談支援 

 

令和元年度実績の概要は、次のとおりです。 

事  業  名 
実  施  件  数  等 

栗  東 信  楽 合  計 

職員による技術相談  ６，６１４件  ９５１件 ７，５６５件 

リサーチサポート制度の利用  １件 ４件 ５件 

モノづくり技術人材育成事業  １６コース ２コース １８コース 

※新型コロナウィルス感染症対策のため、栗東（１コース）を中止した  

 

 

（１）リサーチサポート制度の利用 

 

県内企業や当センター等の実施する技術開発や研究会事業に、大学等の専門家をリ

サーチサポーターとして招聘し、適切な指導助言を得て課題解決を図り、技術開発や

研究会事業等を円滑にすすめる事業です。 

 

 

［栗東］ 件数：１件 

実施日 分 野 内   容 

R3.3.1 機械 CFRP切削加工方法について  

 

［信楽］ 件数：４件 

実施日 分 野 内   容 

R2.7.8 

R2.8.5 

R2.9.7 

R3.3.8 

窯業 

（デザイン）  

商品開発およびブランド構築について  

信楽焼坪庭製品のデザイン指導  

信楽焼坪庭製品のデザイン指導  

商品開発およびブランド構築について  
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実施日 内　　容 参加者

講習【熱物性測定の基礎 －フラッシュ
法による熱拡散率・熱伝導率測定－】
実習【熱物性測定システム】

2.10.6
フラッシュ法による材料の熱拡散
率、熱伝導率の測定技術の講演と実
習（デモンストレーション）

9名
8名

講習【マイクロフォーカスＸ線透視装
置の構造と取扱方法】
実習【マイクロフォーカスＸ線透視装
置】

2.11.17
原理・技術に直結する内容の学習お
よび観察の実演・実習

10名
10名

講習【耐候性（環境）試験による製品
の寿命・安全・信頼性の向上】
実習【キセノンウェザーメータ】

2.11.25

製品の寿命・信頼性の向上するため
耐候性（環境）試験を行うための条
件設定、各種規格、サンプル作成・
設置のコツ等について講演と実習

15名
10名

講習【振動試験における取付治具作製
のポイント】
実習【大変位振動衝撃試験機】

2.11.27
振動試験における取付治具の概要に
ついての講習および実際の治具を使
用した実習

12名
12名

講習【光の基礎知識、輝度計の基本原
理と使い方】
実習【分光放射計】

2.12.9

明るさや色の見え方など光と色の知
識から光計測機器の原理までの学習
および分光放射計の実習（デモンス
トレーション）

7名
7名

講習【金属3Dプリンタ用CAMを用いた多
軸造形】
実習【金属粉末積層造形装置（DED方
式）】

3.1.29
金属3Dプリンタ用CAMの特徴について
の講演およびCAMを用いた多軸造形の
実習（デモンストレーション）

18名
18名

講習【最新の電子顕微鏡による試料観
察と元素分析】
実習【多機能走査型電子顕微鏡システ
ム】

3.2.19

電子顕微鏡の基礎、導入した走査型
電子顕微鏡の特徴や使用方法の講習
および試料の作製方法や観察・分析
方法についての実習

42名
34名

講習【新規導入！非接触画像測定機に
よる測定法のご提案】
実習【非接触画像測定機】

3.3.18
新規導入した非接触画像測定機の特
徴についての講義と実習（デモンス
トレーション）

9名
9名

栗東計 16コース 230名

講習【注目を集める 商品写真撮影テク
ニック講座】
実習【カメラ等撮影機材】

2.12.10
商品写真を正確に、また魅力的に撮
影するための基本的な機材とテク
ニックについての講習と実習

6名
6名

信楽計 2コース 12名

18コース 242名

（２）モノづくり技術力向上のための「技術研修」事業（講習・実習）

講 習 会 名 称

栗
東

信
楽

モノづくり技術力向上のための
「技術研修」事業　合計
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（３）中国や東南アジアへの海外展開技術支援事業 

 

■国際規格 

企業の皆様が自社製品を世界に販売するとき、安全性や品質を販売先の規格へ適合さ

せる必要があります。 

・販売先はどんな規格なのか。  ・どうやって製品を評価するのか。 

・どこで評価するのか。     ・どんな手続きがあるのか。 

このような課題を解決するため、主に中国、韓国、東南アジアへ輸出しようとする企業

に対して以下の支援を実施しました。 

 

＜セミナー＞ 

開 催 日 テ ー マ 名 受 講 

R3.1.14 
◆「ＣＥマーキング -機械安全とリスクアセスメント」 

講師：有限会社 フェイス 代表 吉川 保 氏 
12名 

R3.3.17 

◆CEマーキング対応のための基本的な考え方 

＋UKCAマーク制度概要 

講師：テュフ ラインランド ジャパン（株） 製品事業部 

太陽光発電・産業機器課   穐原 一真 氏 

7名 

 

 

 

＜個別相談会＞ 

登録相談員：５名 

相 談 員 技 術 分 野 

石 井 満 氏 CEマーキング、機械指令、低電圧指令、EMC指令、RE指令 

佐々木宏氏 
国際規格適合設計（白物家電）、IEC国際規格対応、製品安全試験所

の品質マニュアル 

古谷武徳氏 RoHS指令、REACH規則 

川北日出夫氏 RoHS指令、REACH規則、CEマーキング 

今井俊和氏 RoHS指令、REACH規則、グリーン調達 

 

相談会：6社に対し 6回実施、内容：各指令への適応対応について 
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（４）主な技術相談事例 

 

分野 機械・計測  

課題 金属積層造形による金型の耐久性向上 

金型の耐久性向上のため、既存金型材料上に耐摩耗性に優れた異種材を積層造形

したい。 

対 応 

 センター既設の粉末 DED 方式金属 3D プリンタの特徴を活用することで、異種材料

の追加積層造形が可能であることを調査した上での相談であった。基材である既存

の金型部品および新たに追加造形を行うための工具鋼鋼材系の金属粉末は、相談企

業が持参した。 

 新たに追加造形を行う金属材料の造形条件（レーザ出力や走査速度など）の知見は

持ち合わせていなかったが、既知であった同系統の条件を参考に調整した。また、造

形形状に則した積層パスの種類を企業側に複数提案し、追加積層造形を行った。 

相談企業は造形サンプルの後加工（仕上げ加工や熱処理など）、硬さ分布や内部観

察を行い、実機に取り付け既存金型との耐久性比較試験を行った。その結果、今回追

加積層造形を行ったサンプル金型の耐久性向上が明らかとなり、相談企業の今後の

金型補修・改良改善分野における DED 方式金属プリンタを活用した 3D ものづくり技

術の向上に繋がった。 

 

 

 

 

 

 

分野 電子 

課題 振動試験の共振測定について 

振動試験において製品の共振特性を調べたい。 

対 応 

 製品に加速度ピックアップを取り付けてスイープ試験を行うことで共振測定を行

うことが可能です。固定治具自体に共振がある場合、製品の特性ではなく治具の特

性を測定することになるので、固定治具は強固な構造にする必要があります。また、

製品の質量に対して、加速度ピックアップが十分に軽量でなければ、測定への影響

を無視できないため、軽量の製品については注意が必要です。製品が軽量で加速度

ピックアップの質量を無視できない場合は、非接触で振動を測定する必要がある。 
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分野 無機材料 

課題 金属の残留応力測定について 

溶接部付近の残留応力測定を行いたい。 

対 応 

金属の残留応力は金属材料の評価手法として、よく出るキーワードです。cosα法を

用いた残留応力測定装置では、デバイリングを二次元で検出することで、短時間で簡

易に測定できます。また、約φ2mm での領域の残留応力の情報が得られ、装置付属の

カメラで測定位置を確認しながら測定できます。 

溶接の影響による残留応力の変化について測定したいとの相談があり、溶接部から

10mm 間隔で複数の測定ポイントを設定し、各ポイントでの残留応力を測定し、溶接の

影響を把握することができた。 

 

 

分野 高分子 

課題 異物の分析について 

プラスチック成型品中に存在する異物の分析を行いたい。 

対 応 

 ポリプロピレンより構成される当該成型品を切開して異物を取り出し、赤外分光光

度計を用いてこの異物の組成分析を行ったところ、ナイロンの成分が検出されまし

た。ヒアリングの結果、当該成型品の製造前に同じ成形機を用いてナイロンの成型品

を製造していたことから、原料の置換洗浄不足によって成型機中に残ったナイロンが

異物の原因であることが判明した。 

分野 食品 

課題 清酒のアミノ酸度について 

想定しているよりもアミノ酸度が高かったので、今後の製造では低くしたい。 

対 応 

 アミノ酸度は、清酒の味の目安の一つである。アミノ酸度が高い理由は、使用酒米

の品種、精米歩合、使用麹菌の種類と製麹条件、発酵中の蒸米の溶解が進みすぎた、

酵母の死滅などが考えられる。一般的にアミノ酸度を低くするのであれば、枯らしの

きく強い酒母の育成、発酵経過温度の見直し、醪後半はアミノ酸度測定を毎日行い酵

母死滅の予測実施、アルコール添加酒であれば添加後の上槽を速やかに行うなどの対

策が考えられ、検討事項を説明した。 
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分野  窯業 

課題 吹きガラス製品の割れについて 

製品が割れる原因と対策を知りたい。 

対 応 

吹きガラス製品を製造時に、二種のガラス（基礎ガラスと、基礎ガラスに別途添加

材が入っているガラス）を重ねた場合、仕上げ工程の研磨時にひび割れが発生してい

た。基礎ガラスだけの製品ではそのような割れが発生していなかったため、原因と対

策について相談があった。 

二種のガラスの熱膨張率測定をおこなった結果、明確な差異は見られなかった。そ

こで、添加材によって徐冷に適する温度が変わっている可能性が考えられたため、徐

冷炉の温度および徐冷時間を見直した結果、ひび割れの発生はなくなった。 

 

分野  窯業 

課題 乾式粒子径測定における凝集について 

乾粉粒子の凝集を防ぎ、分散した状態の粒子径測定を行いたい。 

対 応 

 薬剤の乾式測定を行ったところ想定よりも 10 倍以上大きな平均粒子径を示した。

粒子の帯電による凝集が考えられた。測定前にイオナイザー（静電気除去装置）を

使用して試料の静電気を取り除き測定したところ、ほぼ想定通りの平均粒子径が得

られた。 

 ただしイオナイザーでは凝集がなくならない試料もあり、それらは試料の潮解に

よる凝集の可能性があったため、試料を乾燥状態で保管し、迅速に測定するように

した。 

 

分野  窯業 

課題 植木鉢の形に合わせてロゴマークを変形したい 

植木鉢の形状に合わせてロゴマークを変形させて転写シートを作成したい。 

対 応 

逆円錐台型の一般的な形状の植木鉢の側面に合わせて、自然に見えるようにロゴマ

ークを変形させて、転写シートを作成したいとの相談を受けた。Adobe 

Illustrator のエンベロープを利用することで、ロゴマークの逆円錐台型への変形

に対応することができた。 
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２．試験・分析

(１) 開放試験機器の提供

Ａ　栗東

＜令和2年度設備機器利用状況＞

使用目的別件数

使用
目的

新製品
開発

品質
管理

基礎
研究

製品
改良

品質
証明

苦情
処理

生産技術
開発

その他 合計

1,607 1,332 1,080 631 549 312 250 92

27.5% 22.8% 18.5% 10.8% 9.4% 5.3% 4.3% 1.6%

主な利用機器

No 件数 件数

1 万能材料試験機（50ｋＮ） 320 赤外分光光度計（ＦＴ－ＩＲ） 5,073

2 マイクロフォーカスＸ線透視装置 274 走査型電子顕微鏡 3,751

3 前処理装置 268 ＳＥＭ用分析装置 3,362

4 赤外分光光度計（ＦＴ－ＩＲ） 221 前処理装置 2,700

5 大変位振動衝撃試験機 197 万能材料試験機（50ｋＮ） 2,517

6 電子天びん 196 エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置 2,486

7 エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置 173 イオンコーティング装置 2,067

8 走査型電子顕微鏡 164 電子天びん 1,852

9 熱分析装置 157 熱分析装置 1,730

10 イオンコーティング装置 147 三次元測定機 1,671

11 ＩＣＰ発光分析装置 146 ＩＣＰ発光分析装置 1,575

12 ＳＥＭ用分析装置 140 放射電磁界測定システム 1,269

13 三次元測定機 121 電波暗室 1,196

14 顕微鏡システム 121 大変位振動衝撃試験機 1,178

15 電波暗室 115 マイクロフォーカスＸ線透視装置 1,113

16 放射電磁界測定システム 113 Ｘ線光電子分光分析装置 972

17 試料研磨機 101 振動試験機 967

18 Ｘ線光電子分光分析装置 88 熱分析ガスクロマトグラフ質量分析装置 938

19 ガス透過率測定装置 84 万能材料試験機（500ｋＮ） 918

20 高速X線回折装置 78 非接触三次元測定機 904

実企業数  525 社

　新製品の開発や生産技術の改良などに必要な試験分析機器を開放し、地域企業のものづく
り活動に利用していただいております。令和3年3月31日現在で、300種余りの設備機器が利
用でき、利用時には、職員が試験分析機器の操作方法の説明や分析方法・データ解析方法の
相談に応じております。

使用機器件数 5,853 件

延使用時間数 　45,585 時間

件 数 5,853

令和2年度 平成23年度～令和2年度

機器名 機器名
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参考 年度別使用機器件数・延使用時間数・実企業数（実企業数は、各年度末時点で集計した件数）

年度
使用機
器件数

延使用
時間数

実企業数 年度
使用機
器件数

延使用
時間数

実企業数

S60 422 1,721 81 H16 6,157 36,821 545

S61 1,137 6,991 175 H17 6,267 34,083 601

S62 1,685 10,529 224 H18 6,598 39,626 624

S63 1,952 14,825 251 H19 6,696 37,672 593

H元 2,399 17,066 250 H20 6,348 37,937 575

H2 2,656 23,003 291 H21 6,927 36,664 599

H3 2,487 19,135 297 H22 7,191 39,792 595

H4 2,733 19,502 265 H23 7,343 36,301 579

H5 2,884 21,006 266 H24 8,038 46,119 587

H6 3,311 26,447 272 H25 7,983 61,288 622

H7 3,287 18,338 296 H26 7,574 51,076 607

H8 3,694 22,061 288 H27 7,009 56,241 569

H9 4,032 25,194 302 H28 6,865 50,115 619

H10 3,909 24,357 317 H29 6,833 41,453 608

H11 4,239 27,485 330 H30 6,307 44,809 601

H12 4,834 30,501 394 R元 6,398 44,530 573

H13 5,324 28,025 394 R2 5,853 45,585 525
H14 5,791 30,028 455 合計 179,150 1,138,744 -
H15 5,987 32,418 495
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使用機器件数・実企業数の年度別推移

実企業数使用機器件数

使
用

機
器

件
数

実
企

業
数

新製品

開発

28%

品質

管理

23%

基礎

研究

18%

製品

改良

11%

品質

証明

9%

苦情

処理

5%

生産技術

開発

4%

その他

2%

設備使用目的

年度
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B　信楽

主な利用機器

No. 機器名 件数 機器名 件数

1 粒度分析装置 100 粒度分析装置 1374

2 走査型電子顕微鏡 88 走査型電子顕微鏡 923

3 ＳＥＭ用元素分析装置 77 前処理装置 878

4 前処理装置 64 ＳＥＭ用元素分析装置 744

5 シリコニット電気炉 51 エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置 540

6 電子天びん 50 電子天びん 488

7 エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置 41 乾燥機 328

8 振動フルイ 35 シリコニット電気炉 316

9 スラブローラー 29 電気炉９キロワット素焼 276

10 粒子径分布測定システム 29 電気炉９キロワット本焼 244

11 電気炉９キロワット素焼 26 サンドブラスター 226

12 熱分析装置 22 熱分析装置 219

13 電気炉20キロワット素焼 21 万能材料試験機（５ｋＮ） 209

14 卓上CNCフライス旋盤 19 振動フルイ 199

15 遊星ポットミル 18 ガス窯0.4立方メートル本焼燃料費 198

16 マッフル雰囲気炉 18 ガス窯0.4立方メートル本焼 196

17 電気炉９キロワット本焼 18 ポットミル回転台 188

18 Ｘ線回折装置 16 電気炉20キロワット素焼 181

19 ガス窯0.4立方メートル本焼 16 Ｘ線回折装置 179

20 ガス窯0.4立方メートル本焼燃料費 16 スラブローラー 156

ガス吸着量測定装置 156

参考　年度別使用機器件数・延べ使用時間数・実企業数
（実企業数は、各年度末時点で集計した件数）

年度
使用機
器件数

延使用
時間数

実企業数

18 761 1,890 140

19 849 1,783 160

20 940 1,798 169

21 1180 2,372 173

22 967 1,922 176

23 914 1,738 166

24 1103 2,313 204

25 1,003 2,241 195

26 1,368 3,674 195

27 1,528 3,762 205

28 1,374 3,067 229

29 1,263 2,657 211

30 1,195 3,261 190

元 1,202 3,111 221

2 1,097 2,763 192

合計 16,744 38,352 -

令和2年度 平成23年度～令和2年度
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（２）依頼試験分析 

 
 材料や製品などの成分分析や各種試験について、特に公的機関の証明が必要な場合等に対応

するため、企業や団体から依頼を受け分析や測定を行っています。これらの業務に迅速的確に

対応できるよう試験機器の整備を図るとともに、試験方法について新しい技術の習得に努めて

います。 

 

Ａ 栗東 

＜令和２年度依頼試験分析実施状況＞ 

区分 項目 件数 単位数 単位名 

材料試験 強度試験  18   177 試料 

定量分析 成分 1 6 成分 

デザイン指導 デザイン指導 10 90 時間 

      合    計 29 273  
 
 
年度別依頼試験分析実施件数・単位            件数（単位数） 
年 

度 

電  気 

電子試験 
材料試験 精密計測 環境試験 化学分析 

食品物性 

微生物試験 

デザイン 

指  導 
その他 合 計 

S60 − 16( 45) 1(16) 12(   21) 20(202) 5(11) − 7(  9) 61(  304) 

S61 10( 39) 63(252) − 33(2,457) 119(784) 14(45) − 11( 23) 250(3,600) 

S62 − 38(170) 1(10) 8(  168) 45(491) 15(47) − 1(  1) 108(  887) 

S63 6( 31) 58(202) − 31(  714) 51(433) 9(29) − 16( 45) 171(1,454) 

H1 2( 83) 72(258) 1( 4) 28(  421) 42(430) 5(10) 3(106) 18( 60) 171(1,372) 

H2 7( 22) 68(277) − 18(  111) 38(244) 1( 2) 7(193) 19( 47) 158(  896) 

H3 12( 80) 42(146) 4(27) 23(   74) 22(201) 2( 9) 7(142) 10( 27) 122(  706) 

H4 8( 16) 40(220) − 11(   68) 29(176) 2( 4) 6(186) 11( 15) 107(  685) 

H5 17(683) 79(476) − 33(  169) 23(117) 1( 4) 9(218) 18(117) 180(1,784) 

H6 15( 64) 35( 83) − 17(   75) 14( 93) − 11(227) 3(  3) 95(  545) 

H7 10( 57) 39(269) 1( 1) 33(  484) 17(124) − 4(114) 5( 10) 109(1,059) 

H8 4( 31) 39(219) − 11(   42) 17(119) − 3( 64) 6(  8) 80(  483) 

H9 6( 71) 46(212) − 7(  313) 7( 70) − 4( 67) 7(  7) 77(  740) 

H10 1(  4) 20(105) − 18(  127) 8( 53) 1( 2) 2( 13) 1(  2) 51(  306) 

H11 2(  3) 37(295) − 12(   55) 5( 46) − 2(  4) 2(  3) 60(  406) 

H12 1( 10) 27(202) 1(10) 3(   26) 7( 58) − 3( 55) 2(  4) 44(  365) 

H13 − 32(197) − 1(    2) 15( 82) − 1(  1) 1(  1) 50(  283) 

H14 − 39(493) 2(40) − 6( 46) − 7( 62) 4(  6) 58(  647) 

H15 1( 10) 32(152) 2(35) 3(    7) 2( 17) − 5( 28) 3(  3) 48(  252) 

H16 − 32(139) − 3(   13) − − 7(182) 1(  4) 43(  338) 

H17 − 24( 96) − 6(   89) 5( 35) − 5( 79) − 40(  299) 

H18 − 36(153) − − 5( 31) − 6( 92) 1(  2) 48(  278) 

H19 − 46(396) − 3(    3) 2(125) − 2(  9) 3(  3) 56(  536) 

H20 1(  2) 64(833) − 2(   10) 15(211) − 2( 27) 13( 15) 97(1,098) 

H21 − 32(273) − 9(   23) 8(123) − 2( 65) 3(  3) 54(  487) 

H22 2( 12) 40(358) − 6(   18) 13(166) − 4( 26) 2(  2) 67(  582) 

H23 1(  1) 31(250) − 15(   34) 29(125) − 20(118) − 96(  528) 

H24 － 16( 95) − 39(  229) 7( 44) − 41(392) − 103(  760) 

H25 － 36(1,265) − 20(   92) − − 57(541) − 113(1,898) 

H26 － 27(908) − 23(  220) 2( 23) − 56(454) − 108(1,605) 

H27 － 30(557) − − − − 52(449) − 82(1,006) 

H28 － 30(240) － － － － 49(361) 1(  1) 80(  602) 

H29 1(  1) 31(144) － － － － 45(640) 3(  3) 80(  788) 

H30 － 17(159) － － 3( 59) － 22(361) − 42(  579) 

R1 － 14(104) － － 3( 14) － 21(275) 2(  2) 40(  395) 

R2 － 18(177) － － 1( 6) － 10( 90) － 29(  273) 

計 
107  

(1,220) 

1,346  

(10,420) 

13  

(143) 

428  

(6,065) 

580  

(4,748) 

55  

(163) 

475  

(5,641) 

174  

(426) 

3,178  

(28,826) 
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Ｂ　信楽

＜令和２年度依頼試験分析実施状況＞

件数 単位数 単位

15 35 時間

1 5 試料

2 17 試料

3 70 試料

1 1 試料

4 20 試料

1 1 試料

4 7 全成分

12 24 試料

2 3 通

45 183

年度別依頼試験分析実施件数・単位数

年度 件数 単位数

H23   41 109

24 19 31

25 49 128

26 27 90

27 40 150

28 42 237

29 19 63

30 37 91

R1 37 218

R2 45 183

比重測定

成績書の英文作成

合計

試験名称

デザイン指導

オートクレーブ試験

耐薬品試験

吸水率試験

熱衝撃試験

曲げ強度試験

定性分析

Pb、Cdの溶出試験
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（３）生産品受払 

 

 当センターの研究開発品等を県内企業に提供し、滋賀県独自のものづくりに貢献していま

す。時代の流れに即応するため、研究開発を通じ、品種改良、改善を図っていきます。 

 

 ＜令和２年度生産品受払状況＞ 

    

■ 清酒 
 

生 産 品 受払件数 単 位 

滋賀県酵母 A 7 14 

滋賀県酵母 B 3 3 

滋賀県酵母 D 7 30 

滋賀県酵母 E 5 16 

合 計 22 63 

   ※ 滋賀県酵母 E：令和 2年度より分譲開始 

 

       参考 年度別生産品受払件数・単位・実企業数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 件 数 単 位 実企業数 

H23 21 67 9 

 24 26 88 9 

 25 28 95 9 

 26 24 75 7 

 27 21 80 7 

 28 13 62 5 

 29 18 71 6 

 30 4 14 2 

 R1 9 26 3 

 R2 22 63 3 
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３．研究開発・産学官連携 
 
当センターでは、令和２年３月に改訂された「滋賀県産業振興ビジョン」に基づき、産学官連携

体制の構築と創造型・自律型産業構造への転換を図ることを目的に重点研究および経常研究を

実施しています。また、組織目標「産学官連携による新技術開発の促進」に基づき産学官の連携

による共同研究を実施しています。 

（１）重点・経常研究 

重点研究 

経常研究 

研究テーマ 担当者 

製品動作音の音質評価技術に関する研究 平野 真 

固体電解質向け交流インピーダンス測定技術の高度化に関する研究  山本 典央 

ファインバブルクーラント液を用いた機械加工に関する研究 今田 琢巳 

高分子複合材料の物性向上に関する研究  

－CNF による生分解性プラスチック補強の検討－ 
大山 雅寿 

タンパク質の構造状態を評価するための測定技術の開発 白井 伸明、岡田 俊樹 

カーボン量子ドットの蛍光特性に関する研究 山田 雄也 

蓄電デバイスの評価技術の検討  

－内部抵抗評価およびその活用について－ 
田中 喜樹、山本 典央 

プラズマを用いた窒化炭素系金属表面処理技術の開発 佐々木 宗生 

炭素系ナノ繊維の精製技術の開発 安達 智彦 

3Dプリンタの活用方法の調査 山下 誠児 

「近江の地酒」の酒質分析に関する研究  

－「近江の地酒」と「全国の地酒」の酒質分析－ 
川島 典子、岡田 俊樹 

生物由来合成ハイドロキシアパタイトを用いたセラミックスの開発研究 植西 寛 

信楽焼坪庭製品の市場開拓に向けた開発研究 
高畑 宏亮、中島 孝、 

野上 雅彦、西尾 隆臣 

コンピュテーショナルデザインを活用した陶製品開発 野上 雅彦 

研究テーマ 担当者 

「近江の地酒」の酒質向上に向けた小規模試験醸造による実証研究 岡田 俊樹、川島 典子 

窯業系廃棄物を活用した園芸土木資材の開発 

神屋 道也、植西 寛、 

坂山 邦彦、西尾 俊哉、 

中島 孝 

金属 3D プリンタを用いた積層造形技術の高度化に関する研究  

－ 材料開発技術の高度化の検討 および  

   形状造形技術の高度化の検討 － 

斧 督人、柳澤 研太、 

今田 琢巳 
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（２）共同研究 ⁷
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╩ ™√▬fiⱧכ♄fi☻

─
R2.8.3 R6.3.31  

11 1
╩ ⇔√●ꜝ☻ ─

R2.12.1 R4.3.31  

12
1

─√╘─ ≤ ╩ ⅎ√
─

ₒ ⱪ꜡☺▼◒♩ₓ
R2.10.1 R4.3.31

 
 
 

13

─ ─ ≤∕─
⅔╟┘

ₒNEDO ⱪꜝ☻♅♇◒─ ⌐
↑√ ₓ

R2.10.20 R5.2.28
 
 

14 1
○ꜞ☺♫ꜟ ─ ⌐⅛⅛╢

R2.1.10 R3.3.31
 
 

15
1

ⱪꜝ☼ⱴ ⌐╟╢ ─ ≤
R1.11.8 R3.3.31 ₁  

16 1
◓ꜝⱨ□▬♩ ─ⱪꜝ☼ⱴ ⌐╟╢

─ ≤
R1.10.31 R3.3.31 ₁  

17 1 ─ ≤ R1.10.1 R3.3.31
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